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【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｆ   5/06     (2006.01)
   Ｂ０１Ｆ   3/04     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  19/00     (2006.01)
   Ｃ０２Ｆ   1/20     (2006.01)
   Ｃ０２Ｆ   1/34     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｆ    5/06     　　　　
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   Ｂ０１Ｄ   19/00     　　　Ｃ
   Ｃ０２Ｆ    1/20     　　　Ａ
   Ｃ０２Ｆ    1/34     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和3年3月15日(2021.3.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　筒状本体の入口から径を漸減させる入口部と、該入口部に連続するオリフィスと、該オ
リフィスに連続する拡径部とが順次形成されるファインバルブ発生装置であって、
　前記オリフィスの出口周壁は半径方向立面とされ、
　前記拡径部は、前記オリフィスの中心線の延長先にある出口のみで開放され、
　前記出口周壁に凹部が形成される、
ファインバブル発生装置。
【請求項２】
　前記出口周壁は、前記オリフィスの軸に対して垂直方向（±２０度）に形成される、請
求項１に記載のファインバブル発生装置。
【請求項３】
　前記拡径部の内周面には、周方向に連続的な若しくは断続的な第２の凹部又は凸部が形
成される、請求項１又は２のいずれかに記載のファインバルブ発生装置。
【請求項４】
　前記凹部は前記オリフィスの出口の周壁において、前記オリフィスの中心をその中心と
して、周方向にかつ半径方向に均等分配されている、請求項１～３のいずれかに記載のフ
ァインバブル発生装置。
【請求項５】
　前記拡径部の径は前記オリフィスの径の３～１０倍である、請求項１～４のいずれかに
記載のファインバブル発生装置。
【請求項６】
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　請求項１～５のいずれかに記載のファインバブル発生装置と該ファインバブル発生装置
に水を供給する水供給部とを備えてなる、水処理装置。
【請求項７】
　前記ファインバブル発生処理装置発生した前記ファインバブルを除去するファインバブ
ル除去器が更に備えられる請求項６に記載の水処理装置。
【請求項８】
　請求項１～５のいずれかに記載のファインバブル発生装置を準備するステップと、
　前記入口部へ水を供給するステップと、からなる水処理方法。
【請求項９】
　前記オリフィスの出口側から排出された水に含まれるファインバブルを除去する、請求
項８に記載の水処理方法。
【請求項１０】
　水を準備するステップと、
　該水を請求項１～５のいずれかに記載のファインバブル発生装置で処理するステップと
、を備えてなるファインバブル水の製造方法。
【請求項１１】
　請求項１０で製造されたファインバブル水を準備するステップと、
　前記ファインバブル水から一部又は全部のファインバブルを除去するステップと、を備
えてなる水の製造方法。
【請求項１２】
　請求項１０で製造されたファインバブル水を含む、洗浄剤、殺菌剤、消毒剤、医薬材、
食料材、又は化粧材。
【請求項１３】
　請求項１１で製造された水を含む、洗浄剤、殺菌剤、消毒剤、医薬材、食料材、化粧材
、建築材、土木剤、肥料材、又はエマルジョンの溶媒。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　以下、次の事項を開示する。
（Ａ）
　筒状本体の入口から径を漸減させる入口部と、該入口部に連続するオリフィスと、該オ
リフィスに連続する拡径部とが順次形成されるファインバルブ発生装置であって、
　前記オリフィスと拡径部との境界の半径方向立面に、前記オリフィスの中心をその中心
として周方向にかつ半径方向に均等に分配された第１の凹部が形成され、
　前記拡径部の内周面には、周方向に連続的な若しくは断続的な、第２の凹部又は凸部が
形成される、ファインバルブ発生装置。
（Ｂ）
　水流を均等に圧縮する周壁を有する水流圧縮部と、該水流圧縮部の下流側に形成されて
、前記水流圧縮部より大径な水流解放部とを備え、前記水流解放部には、前記水流と逆方
向に凹んだ第１の凹部が形成され、前記水流圧縮部から前記水流解放部に放出された水流
の圧力に比べ、前記第１の凹部内の圧力が小さい、水処理装置。
（Ｃ）
　前記第１の凹部の圧力は前記水流解放部の中心の圧力の１／１０～１／１００である、
（Ｂ）に記載の水処理装置。
（Ｄ）
　前記水流解放部の内周面には半径周方向に第２の凹部が形成され、該第２の凹部内の圧
力は前記第１の凹部内の圧力より大きく、かつ前記水流解放部の中心の圧力より小さい、
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（Ｂ）に記載の水処理装置。
（Ｅ）
　前記水流解放部の内周面には周方向に連続した若しくは断続的な凹部。又は周方向に連
続した若しくは断続的な凸部が形成されて、前記水流圧縮部から放出された水流を撹拌す
る、（Ｂ）に記載の水処理装置。
（Ｆ）
　前記水流解放部から放出された水流からファインバルブを除去する装置が更に備えられ
る、請求項（Ｂ）～（Ｅ）の何れかに記載の水処理装置。
（１）
　オリフィスを有する筒状のファインバブル発生装置であって、
　オリフィスの出口の周壁に凹部が形成される、ファインバブル発生装置。
（２）
　前記凹部は前記オリフィスの出口の周壁において、前記オリフィスの中心をその中心と
して、周方向にかつ半径方向に均等分配されている、ファインバルブ発生装置。
（３）
　前記オリフィスの出口周壁は該オリフィスの軸に対して垂直方向に形成されている、（
１）又は（２）に記載のファインバブル発生装置。
（４）
　前記オリフィスの入口に向かって径を漸減させる入口部が前記オリフィスの入口側に形
成され、拡径部が前記オリフィスの出口側に形成され、前記拡径部の内周面には、周方向
へ連続的な若しくは断続的な、第２の凹部又凸部が形成される、（１）～（３）の何れか
に記載のファインバブル発生装置。
（５）
　筒状本体の入口から径を漸減させる入口部と、該入口部に連続するオリフィスと、該オ
リフィスに連続する拡径部とが順次形成されるファインバルブ発生装置であって、
　前記オリフィスと前記拡径部との境界は半径方向立面とされ、
　前記拡径部の径は前記オリフィスの径の３～１０倍である、
　前記拡径部はその出口のみで解放される、ファインバブル発生装置。
（６）
　前記境界は、前記オリフィスの軸に対して垂直方向（±２０度）に形成されたたオリフ
ィス出口周壁からなる、（５）に記載のファインバブル発生装置。
（７）
　前記出口周壁に凹部が形成される、（５）又は（６）に記載のファインバブル発生装置
。
（８）
　前記拡径部の内周面には、周方向に連続的な若しくは断続的な第２の凹部又は凸部が形
成される、（５）又は（７）のいずれかに記載のファインバルブ発生装置。
（９）
　（１）～（８）のいずれかに記載のファインバブル発生装置と該ファインバブル発生装
置に水を供給する水供給部とを備えてなる、水処理装置。
（１０）
　前記ファインバブル発生装置で発生した前記ファインバブルを除去するファインバブル
除去器が更に備えられる水処理装置。
（１１）
　（１）～（８）のいずれかに記載のファインバブル発生装置の前記オリフィスの入口側
へ水を供給する、水処理方法。
（１２）
　前記オリフィスの出口側から排出された水に含まれるファインバブルを除去する、（１
１）に記載の水処理方法。
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